
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２３年３月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．純米大吟醸酒「山形大学燦樹（きらめき）２０１１」発売 

２．オペラ「ヘンゼルとグレーテル」＆「室内楽の夕べ」 

３．第３回卒業設計展を開催 

４．やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル 

お 知 ら せ 

１．山形大学地域教育文化学部造形コース卒業・修了制作展 

２．平成２２年度 山形大学ＯＢセミナー 

３．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（３月分） 

４．理学部『小さな科学者 体験学習 ～マイナス２００度の世界～』 

５．国際事業化研究センター『研究シーズ活用セミナー』 

６．平成２２年度 学位記・修了証書授与式、附属学校卒業式 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２３年３月２２日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成23年3月1日 
山 形 大 学 

純 米 大 吟 醸 酒 「 山 形 大 学 燦 樹 （ き ら め き ） ２ ０ １ １ 」 発 売 

山 形大 学 オ リ ジ ナ ル 純 米 大 吟 醸 酒 『 山 形大 学 燦 樹 （ き ら めき ） 

２ ０ １ １ 』を ３ 月 ７ 日 （ 月 ） か ら 販 売 し ま す 。 

１．純米大吟醸「山形大学 燦樹（きらめき）２０１１」 
３月７日（月）から山形大学生活協同組合の全店舗で販売を開始します。 
帰省や出張の際のお土産品として、本学学生及び教職員はもとより、地域の方々 

にもご利用いただき、山形大学の好感度アップにつなげたいと考えています。 

２．原料米は附属農場産出羽燦々１００％ 使用 
原料米には、農学部附属やまがたフィールド科学センターエコ農業部門（高坂農 

場）で栽培された酒造好適米「出羽燦々」を１００％使用しました。 
特に、今年度から特別栽培の認証を受け、慣行より５０％以下の農薬・化学肥料 

で栽培しています。 
醸造は、山形県内には多くの蔵元があり、蔵元による違いも楽しんでいただきた 

いとの想いから、今年は庄内町余目の鯉川酒造に醸造を依頼しています。 
※参考：２００７・２００８は鶴岡市羽黒の蔵元・竹の露。 

２００９・２０１０は鶴岡市大山の渡會本店。 

３．販売数量・価格等 
醸造本数は、７２０ml瓶で生酒を８００本、熱処理した火入酒を１，２００本の 

合計２，０００本程度となる見通しです。 
価格は、７２０ml瓶入り生酒及び火入酒共に１本１，７００円です。熱処理した 

火入酒は４月の販売開始を予定しています。 
小白川・飯田・米沢・鶴岡の各キャンパス内にある山形大学生協の店舗のほか、 

ホームページからも通信販売にて購入することができます。 
なお、３月８日（火）１８：００～鶴岡キャンパスの農学部会館において、新 

酒試飲会を行います。 

４．売上の一部は奨学金として活用 
今年は、約３４０万円分が販売され、完売した場合、約２４万円が「山形大学未 

来基金」及び「山形大学学生支援基金」に寄付され、学生の奨学金として活用さ 
れます。 

（お問い合わせ） 
山形大学農学部企画広報室 

電話：０２３５（２８）２８０３ 
山形大学生活協同組合 理事会室 
電話：０２３（６４１）４３８０



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年３月１日 

山 形 大 学 

地域教育文化学部音楽研究会 

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」＆「室内楽の夕べ」 

文化創造学科音楽芸術コースの学生が、地域の皆さまに日頃の 
成果を広く発表するために、２つの公演を開催します。 

○第１５回ＹＣＭオペラ本公演「ヘンゼルとグレーテル」 
日 時：平成２３年３月５日（土）開場／１３：３０ 開演／１４：００ 

会 場：山形市中央公民館ホール（山形市七日町・アズ七日町６階） 

入場料：５００円 ※当日券あり 

プログラム：別紙パンフレットをご覧下さい 

ＹＣＭオペラは「山形の音楽仲間」という意味で、設立２１年を越えていま 

す。１９９７年からは年１回の外部公演（本公演）を行っています。 

今回の最大のポイントは、初めて小学生の皆さんと共演することです。山形 

四小様のご協力の下、児童の皆さんが天使役や子ども役として約３０人がオペ 

ラに出演します。スタッフたちと共にすてきなメルヘンの舞台を作りあげてく 

れます。 

○第３９回「室内楽の夕べ」 
日 時：平成２３年３月１３日（日）開場／１４：００ 開演／１４：３０ 

会 場：山形市中央公民館ホール（山形市七日町・アズ七日町６階） 

入場料：３００円 

プログラム：別紙パンフレットをご覧下さい 

「室内楽の夕べ」は、ピアノや管弦打楽器、あるいは声楽からなる様々な演 

奏形態のアンサンブル作品を取り上げ、学外で公演している演奏会です。音楽 

芸術コースでは伝統的にアンサンブルと個人レッスンの２本柱を教育方針に掲 

げています。 

（お問い合わせ） 

山形大学地域教育文化学部 藤野研究室 

TEL：023-628-4330



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年３月１日 

山 形 大 学 

山形大学地域教育文化学部生活環境科学コース 

第３回卒業設計展を開催 

「環境との共生」をテーマに、将来、建築士を目指す学生３名が、地域に 

根ざした建築卒業設計に取り組みました。 

１．卒業設計展の日程等について 
日 時：３月２日（水）～３月２８日（月）１０：００～１６：３０ 

場 所：山形大学インフォメーションセンター（山形市小白川キャンパス） 

２．卒業設計展の概要について 
学生たちが作製した、建築模型ならびに図面の展示を行います。 

○芦野愛美「地域における複合建築デザインのかたち」 

近代建築を代表する作品や有名建築家が設計した建築物は、時代の流れとともに消失 

しつつあります。その要因として、周辺環境の変化や建物の老朽化が挙げられます。 

今回の取り組みでは、黒川紀章氏設計の寒河江市庁舎を題材に、まちの現状に合わせ 

た用途変更を行い、耐震補強や設備更新によって新たに複合施設として再生させること 

を提案しました。 

○小篠洋平「義左衛門―歴史的建造物の活用による地域活性化―」 
現代社会において、文化財として保護されるには至っていないものの、地域社会の景 

観形成、文化の継承、観光資源等として重要な位置づけにある建造物が各地に数多くあ 

ります。それら貴重な建造物を住民主体による積極的活用によって、地域の一部として 

これからも存続していくきっかけを見出していきたいと考えました。 

今回は天童市山口地区にある豪農の邸宅を対象に、山口地区の地域活性化を中心とし 

た施設としての再生活用案を提案します。 

○布施さおり「中心市街地再生のためのまちなかデザイン 
－過ぎるまちから過ごすまちへ－」 

商店街は多くの場合、まちの中心部にあり、そこを中心に地域コミュニティが形成さ 

れていきます。本来商店街とは、地域住民のface to faceによる交流や情報交換、地域 

ならではのコミュニティの形成など、人との繋がりが簡単に出来る場所です。 

今回は機能を失いつつある故郷十和田市の商店街に目を向け、以前の賑わいを取り戻 

すための新たなまちデザインを提案します。 

（お問い合わせ） 

地域教育文化学部 佐藤慎也 
電話：０２３－２２８－４３７７



2010年度卒業論文・建築卒業設計要旨集 

山形大学地域教育文化学部生活環境科学コース（設計） 

地域における複合建築デザインのかたち 

07210238  芦野愛美 （佐藤慎也研究室） 

1. テーマ 

近代建築を代表する作品や有名建築家が設計した建築 

物は、時代の流れとともに消失しつつある。その要因と 

して、周辺環境の変化や建物の老朽化が挙げられる。 

今回の取り組みでは、まちの現状に合わせた用途変更 

を行い、耐震補強や設備更新によって新たに複合施設と 

して再生させることを目的とする。 

2. コンセプト 

寒河江市庁舎 （山形県寒河江市） は 1967年に建築家故 

黒川紀章氏が設計し、 40年以上経った今でもほぼ竣工当 

時の姿を見ることができる。しかし、コンクリート造建 

築物の寿命は約 50年と言われ、 寒河江市庁舎に限らず近 

代に建てられた多くの建築物は現在転換期を迎えている。 

これに伴い、どのような利活用・保存方法が適切である 

のかを考察することが重要となる。 

本設計では、寒河江市庁舎を例として失われつつある 

近代建築物の利活用・保存方法を提案し、効果的な意匠 

の保存を検討する。 

3. 対象建築物について 

寒河江市庁舎は、黒川氏にとって初めての公共建築物 

の設計であった。内観は 4本のコアによる柱の少ない大 

空間と開放的な吹き抜けが特徴的である。3 階と 4階に 

よる吹き抜けを黒川氏は、「胎内化」と表現した。また、 

この吹き抜けには芸術家岡本太郎氏による「生誕（光る 

彫刻） 」 と名付けられたモニュメントが天井から吊り下げ 

られ、胎内をあたたかい光で包んでいる。外観は 3階 4 
階部分の張り出しが特徴的であるが、これは屋根から全 

体の床を高張力鋼で吊っているため可能となっている。 

このように、この市庁舎は他の市庁舎には見られないよ 

うな意匠を持っている。 

最近行われた耐震診断によると、耐震工事が必要であ 

るという診断結果が出たのだが工事は未だに行われてお 

らず、現在は計画段階のままである。今後、耐震工事が 

実施されるのならば、それに伴い用途変更や意匠変更の 

可能性もあり得るだろう。 

また、近い将来市町村合併などによって、市庁舎とし 

ての機能が必要でなくなるときが訪れるかもしれない。 

市庁舎が市の行政の中心としての役目を終える時、建物 

も役目を終え取り壊されてしまうのだろうか。もし、こ 

れらが現実となった時、意匠の保存や建物の保存が必要 

であると考える。メタボリズム思想を具現化し、黒川氏 

の初期の代表作とも言える寒河江市庁舎 1) を簡単に無く 

してはならない。 

4. 保存と活用提案 
4.1 保存方法 

まちの雰囲気や景色は、建物が大きく影響を及ぼして 

いる。長い間まちの変化を見届けてきた市庁舎は、まち 

のシンボルとも言える。設計者もまた市庁舎の設計段階 

では、隣接する敷地に公民館を計画していたことから、 

人々が集いまちの中心となることを期待していたと推測 

する。そこで、市民のために機能してきたところに市民 

自体が入り込み、コミュニティの中心となるような複合 

施設へのコンバージョンを提案する。 
4.2 意匠の保存 

特徴のある外観はそのままにし、内部の吹き抜けも保 

存する。現在、耐震性に問題があるので、意匠変更を伴 

わない耐震補強方法を工夫する。 
4.3複合施設へのコンバージョン  (図1~4参照) 
1階と2階はパブリックな空間、 3階と 4階はセミプラ 

イベートな空間で構成されている。 

・1階 ＜オープンスペース,ホール,図書室＞ 

南側には大きなオープンスペースを設けた。ガラス戸 

を開けると外から自由に入ることができる。中は薄いカ 

ーテンで仕切ることができ、 個のスペースを確保できる。 

北側には図書室を設けたが、すぐ近くに市立図書館が 

あるため、この図書室の蔵書数は少なく寒河江市に関連 

のある書物を中心に置かれている。また、パソコンによ 

る情報検索も可能である。 

・2階 ＜観光案内, 貸しスペース,カフェ＞ 

貸しスペースでは、作品の展示や普段店舗を持たず 

に営業している店などが出張営業をする場所となる。 

カフェは夜も営業し、光るモニュメントの下で人々は 

語らう。 

・3階 ＜居住スペース＞ 

入居者には特に条件を付けず、様々な年代の人や経歴 

を持った人々が住む。共に暮らすことで新たなコミュニ 

ティが生まれる。 

・4階 ＜居住スペース＞ 
3 階と同様に居住スペースとなっているが、短期滞在 

者向けの部屋もある。短期滞在者とは、市外や海外から 

の観光客や農業体験者を指す。短期滞在者向けの部屋に 

はキッチンが付いていないため、コモンスペースにキッ 

チンがある。 

1)  2004年Docomomo  Japan­1970年までの日本近代建築 
100選に山形県で唯一選ばれた
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参考資料 

寒河江市庁舎新築工事実施設計図
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山形大学地域教育文化学部生活環境科学コース（設計） 

義左衛門 

―歴史的建造物の活用による地域活性化― 
07210244  小篠洋平（永井康雄研究室） 

1. コンセプト 

現代社会において、多くの建造物が建築史的また 

は文化的意義があるとされ、文化財として保護され 

ている。 しかし、 生活様式の急速な変化などにより、 

そうした価値を認識されることなく破壊される建造 

物は少なくない。こうした歴史的建造物たちの危機 

を救うため、重要文化財指定を補完するものとして 

文化財登録制度が創設された。しかし、これらの制 

度も万能ではなく、人為により数多くの古き良き建 

物が破壊されている現状は否めない。 

文化財として保護されるには至っていないものの、 

地域社会の景観形成、文化の継承、観光資源等とし 

て重要な位置づけにある建造物が各地に数多くある。 

それら貴重な建造物を住民主体による積極的活用に 

よって、地域の一部としてこれからも存続していく 

きっかけを見出していきたい。 

ここでは、天童市のまちづくり市民アンケートや 

市民満足度・重要度アンケートの結果と現地調査に 

よるデータを考慮し、<山口地区の地域活性化>を中 

心として考えていく。 

2. 方法 
2.1対象の選定 

天童市の中心市街地から北東に約3.5km離れた田 

園集落の中にある。アクセスとしては、山形空港や 

天童 IC、 JR天童駅など恵まれた環境にある。 また、 

周辺には若松観音で知られる若松寺や天童高原リゾ 

ートなどの観光地のほか、多くの果樹園がある。当 

家は現  18 代当主まで続く地元の大地主で、原崎沼 

の改修工事や年貢米の集積所の役割などを行ってき 

た歴史を持ち、地域における中心的位置づけを果た 

してきた。 
2.2実測調査 (図面 1参照) 

敷地内には母屋、座敷蔵、居宅(旧郵便局)、味噌 

蔵、米蔵、前蔵(宝蔵)、旧蝋燭小屋、農具小屋、門 

×2 門があり、まずは敷地の測量及び上記建物の実 

測調査によって建造物の現状の把握と配置図面の作 

成を行う。 
2.3天童市民意識の検討 

計画に反映するため、まちづくり市民アンケート 

や市民満足度・重要度アンケート結果のデータをも 

とに、地域住民の生活に対するニーズを調査した。 

その結果、 地域や多世代間の交流・就労の場の確保・ 

社会教育や生涯教育に対する要望が多いことが分か 

った。 

3. 設計提案 

全体計画 

テーマ 

「生きがいの創出・地域コミュニティーの活力向上 

のきっかけを得るための施設」 
3.1文化交流施設 (図面 2参照) 

<対象建物：母屋・座敷蔵・居宅(旧郵便局)> 

現状：母屋南側に後付けの風呂場と台所がある。 

また、居宅の東側には郵便局時代の入口を塞いだ後 

が壁面に残っているが、全体的に旧状を良く残して 

いる。 

活用方法：<山口地区の活性化>のきっかけ作りの 

施設として、文化交流施設として利活用する。 

母屋の東側半分と座敷蔵 1階、居宅 2階は、既存 

の襖を利用した空間の区別が容易な点を考慮し、美 

術や運動などの教養セミナーや地区イベントの会場 

として利用できる教室スペースとする。 

座敷蔵 2階は子供を対象にした作業空間とし、誰 

でも自由に活動できる<集団学習・作業エリア>、個 

人的に利用したい人のための<個別集中エリア>、そ 

してグループ利用に特化した<子ども集会室>の 3つ 

のエリアとする。 

母屋の西側半分は、土間と板の間からなるシンプ 

ルかつオープンな空間デザインをし、地域の人々や 

地域外の人々が囲炉裏を囲んで談笑できる交流エリ 

アとしてする。 
3.2展示施設 (図面 3参照) 

<対象建物：米蔵> 

現状：東側入口付近に建物を撤去した痕跡があり、 

またその周辺壁面の老朽化が進んでいる。 

過去には米の貯蔵蔵であった。だが、現在は農機 

具などの物置となっている。 

活用方法：掘りより北側の敷地のほぼ中心に位置 

し、現存する建物の中では最も建築年代が古いと言 

われている。また貯蔵蔵であったため仕切りが少な 

く空間利用する際の自由度が高い。そのため、フレ 

キシブルな施設計画とする。 

通常時は、当家に伝えられてきた福沢諭吉関連の 

収蔵品や当家の歴史、地域の歴史等の展示施設とし 

て使用する。また、地区や季節行事などの際にはイ 

ベント施設としての利用を想定する。展示空間は当 

該建物の平面的特徴を活かしたフレキシブルな平面 

計画とする。西側と東側にはオープンスペースであ 

るデッキを新たに設けることで活用の幅を広げる。 
3.3作業施設 (図面 4参照) 

<対象建物：旧蝋燭小屋・農具小屋 >



現状：2 棟ともに老朽化が進んでおり、大規模修復 

を行いコンバージョンする必要がある。 

活用方法：地域でとれる果物や鴨などを用いた地 

場産品の開発・育成による<地域住民の生きがいの創 

出>という観点から、 敷地内における作業場兼販売所 

とする。 

これらの建物は敷地南側の入口部分に位置し、敷地 

内へと利用者を誘導する意味合いを持たせる。その 

ため、利用者の動線を形成するきっかけとなる回廊 

の出発地点をこの施設に設け、利用者の動線がより 

敷地内に移行しやすいような動線計画とする。 

社 

井戸 

（図面 1）敷地全体­配置図 
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①囲炉裏 

地域の人々や地域外の人々の交流エリア 

②教室スペース 

教養セミナーや地域イベントの会場として利用 

③子ども集会室 

グループ活動のためのエリア 

④個別集中エリア 

個人的な作業のためのエリア 

⑤集団学習・作業エリア 

利用者の自由度が高いエリア 
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（図面 2）文化交流施設­平面図 
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①展示ケース 

福沢諭吉関連の文献など貴重品の展示 

②閲覧・休憩スペース 

③展示台 

長持や箪笥などを利用した<見て触れる>展示 

④デッキ 

⑤壁面展示 

漆喰の壁面をキャンバスに見立てたパネル等の展示 

（図面 3）展示施設­平面図



①作業台 

②洗い場 

③ガス台 

④事務所 

⑤レジスペース 

⑥売り場 

⑦保管庫 

（図面 4）作業施設­平面図 
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中心市街地再生のためのまちなかデザイン 

～過ぎるまちから過ごすまちへ～ 

07210253 布施 さおり （佐藤 慎也 研究室） 

1. テーマ 

商店街は多くの場合、まちの中心部にあり、そこ 

を中心に地域コミュニティが形成されていく。本来 

商店街とは、地域住民の face to faceによる交流や情 

報交換、地域ならではのコミュニティの形成など、 

人との繋がりが簡単に出来る場所である。これらは 

まちの魅力そのものであり、賑わいや活気、人々の 

暮らしにも必要なものである。地域中心部の衰退が 

進めば、地域住民や高齢者にとってまち全体が不便 

となってしまい、地域の活力低下をも招くことにな 

る。現在、その機能を失いつつある商店街に目を向 

け、以前の賑わいを取り戻すための新たなまちデザ 

インを提案する。 

1.  敷地について 

＜青森県十和田市・中心市街地区域内の商店街＞ 

中心市街地の道路は碁盤の目のように構成されて 

おり、 中でも商店街は国道に沿って形成されている。 

近くには公共施設の充実した官庁街通りがあり、整 

備された歩行空間や近年建てられた現代美術館によ 

って観光客が見られるようになった。一方、商店街 

は人通りの少ないさびしい状態が続いている。 

商店街には以前 2つのデパートが立ち並んでいた 

が、不況の煽りや郊外への大型店の進出によって、 

大幅に客足が減少。さらに空洞化が進んでしまった 

今、地域住民による賑わいがなくなり、商店街とい 

うよりも「ただ通り過ぎるだけのまち」となってい 

る。 

3.  まちなかデザインのコンセプト 

本設計では、衰退した商店街を「過ぎるまち」か 

ら「過ごすまち」にすることを目標とする。商店街 

で過ごす目的として、買物など商業面の充実を図る 

ことはもちろん重要であるが、今回は居住空間に着 

目し、商店街における新たな暮らし方を提案する。 

なぜなら、身近な場所での充実した生活を可能とす 

ることで、これからの少子・高齢社会に対応した、 

安心・安全で人と人との触れ合いのある生活をして 

ほしいからである。更には歩いて楽しむという要素 

を生活に取り入れることで、住民や来街者が心身と 

もに元気になれるような暮らし方を計画したい。 

また、 「アートを通した経験」 という十和田市現代 

美術館のコンセプトと連携を図り、ここの商店街な 

らではの魅力をつくりだす。 

4．建築的・空間的アイデア 
a.  敷地計画：(図 1・図 2・図 3参照) 

商店街の  2 階部分を新たな居住空間と仮定して 

計画する。 敷地全体に 2階床の高さで人工地盤を 

設定し、そこに住戸やコモンルームをちりばめ、 

まちなかそのものをコレクティブハウス的にま 

とめる。また、人工地盤を部分的に取り除くこと 

で、2階の空間に地面からの樹木を取り入れる。 
b. キューブ型住戸：(図 4・図 5・図 6参照) 

住む人数に対応できるよう 3種類設計。 それぞれ 

にシンプルながらトイレ、浴室、キッチンを設置 

することで独立度の高い生活も可能となる。 同型 

の住戸を敷地にちりばめることで連続性が生ま 

れ、まちなみができあがる。また、住戸の位置や 

向きによって、庇やルーバーで個性を持たせ、景 

観に変化を与える。 
c.  コモンスペース：(図 7・図 8･図 9参照) 

キッズルーム、トレーニングルーム、ダイニング 

ルーム、ランドリーに加え、農園やアトリエを提 

案する。フレキシブルな空間になっているので、 

住民らがそれぞれの部屋に必要なものを用意し、 

みんなで共有する。 これらの共有スペースをパブ 

リックコモンという外に開くスペースにするこ 

とで、 趣味や生活を通して住民以外の人とも関わ 

れるなど可能性の広がる暮らし方を期待する。 
d. カフェギャラリー：(図 10参照) 

商店街の休憩スペースでありながら、 気軽にアー 

トに触れられる空間をつくる。 アトリエで作製し 

た作品を発表する場となる。 

5．波及効果 

コレクティブハウスは、居住者が自主運営・自主 

管理することで建物・空間に愛着を持ち、自らコミ 

ュニティを創りつつ良好な住環境をつくることがで 

き、1 人や小さな家族では持てないような空間や設 

備を共同で持てるというメリットがある。コレクテ 

ィブハウスの要素(キューブ型住戸、 コモンスペース 

等)をまちの一角にちりばめることでまちなかに回 

遊性が生まれる。農園やアートでの作業を通して、 

意識せずとも心にゆとりが生まれ、健康増進に繋が 

るなど、まちで過ごす人が心身共に元気になれるこ 

とを期待している。まちなかに魅力ある居住空間が 

でき、人が集まることによって、店舗が活気を取り 

戻すことを期待する。 

参考文献 
1)  十和田市中心市街地活性化基本計画(H21.12)



図 1  敷地図 

図 2  配置図 1Ｆ 図 3  配置図 2F 
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図 4  住戸(1)の平面図・立面図
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図 5  住戸(2)の平面図・立面図 
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図 6  住戸(3)の平面図・立面図 
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図 7  コモンルームの平面図・立面図(1)



図 8  コモンルームの立面図(2) 
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図 9  コモンルームのバリエーション 
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図 10  カフェギャラリー 平面図



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年３月１日 

山 形 大 学 

や ま が た 星 め ぐ り サ イ エ ン ス フ ェ ス テ ィ バ ル 

『 ん だ ！ 「 は や ぶ さ 」 見 に 行 が ん な ね 』 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 
小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセルを歓迎し、市内各所で歓迎 
イベントを開催します。 

○やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル 

３月１９日から６月１３日（小惑星探査機「はやぶさ」帰還１周年）までを 

期間として、山形市では初めての試みとなる、産学官のプロジェクトチームに 

よる「やまがた星めぐりサイエンスフェスティバル」を開催いたします。 

山形市教育委員会が主催する、「はやぶさ」帰還カプセル展示会を中心とし 

て、市内各所で「はやぶさ」や星に関するフェスティバルを開催いたします。 

フェスティバルの開催イベントの詳細は、順次お知らせして参ります。現在、 

開催を予定しているイベントは別紙のとおりです。 

※『んだ！「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト： 

やまがた星めぐりサイエンスフェスティバルを主催し、「はやぶさ」帰還カプセル展 

示会をサポートするために、七日町商店街振興組合、山形スリーエム株式会社、山形市 

教育委員会、山形市中央公民館、山形県産業科学館、山形県立博物館、山形大学、山形 

大学理学部、NPO法人 小さな天文学者の会などで組織する、プロジェクトチームです。 

現在、拡大中です。 

（お問い合わせ） 
『んだ！「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

（プロジェクト代表：柴田晋平 
（山形大学理学部 教授） 

TEL：０２３－６２８－４５５２



☆オープニングイベント（講演会＋映画上映会） 

～小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示プレイベント～ 

○日 時、内容：平成２３年３月１９日（土） 

①１３：３０～１４：３０ 

上杉邦憲 氏（ＪＡＸＡ名誉教授）講演会 

「～小惑星探査機「はやぶさ」が運んでくれたもの～（仮題）」 

②１４：４０～１５：３０ 

映画「Hayabusa --Back to the Earth --」上映会 

○場 所：山形市中央公民館（ＡＺ七日町）６階 中央公民館ホール 

○主 催：七日町商店街振興組合、山形市中央公民館 

○共 催：山形市教育委員会（予定）、 

「んだ！はやぶさ見に行がんなね」プロジェクト 

○概 要：４月７日～１０日に開催される「はやぶさ」帰還カプセル展示会の 

オープニングイベントとして開催いたします。 

山形県に所縁の深い、上杉名誉教授をお迎えし、「はやぶさ」プロ 

ジェクトについて講演をいただきます。 

また、「Hayabusa --Back to the Earth --」上映により、市民の方 

に「はやぶさ」の旅の行程についての理解を深めていただきます。 

☆小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示 in 山形 

○日 時：平成２３年４月７日（木）～１０日（日）１０：００～１９：００ 

○場 所：山形市中央公民館 ４階 大会議室（ＡＺ七日町） 

○入場料は無料ですが、整理券が必要です。 

○主 催：山形市教育委員会 

○概 要：平成１５年５月に打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ」は、約 

２０億kmを旅した後、平成１７年９月に小惑星「イトカワ」に到着し、 

同年１１月に「イトカワ」への着陸に成功しました。 

その後、通信途絶やエンジン故障など数々のトラブルに見舞われま 

したが、昨年６月帰還し、世界で初めて、月と彗星以外からの物質を 

持ち帰りました。 

昨年１１月には、帰還カプセルから回収された、1,500個程度の微粒 

子が、小惑星「イトカワ」由来の物質であることが判明しました。



☆君のロケットで「はやぶさ」を飛ばしてみよう 

－ペットボトルロケット飛ばし大会－ 

○日 時：平成２３年４月９日（土） 

○場 所：山形県産業科学館４階「発明工房」(霞城セントラルビル) 

○概 要：【１回目】１０時３０分～１１時 

【２回目】１２時３０分～１３時３０分 

【３回目】１４時～１５時 

発射体験：山形駅西イベントゾーン 

定 員：各回３０名 

対 象：中学生まで 

持 ち 物：空のペットボトル2本 炭酸飲料の500ｍｌに限る 

参 加 費：無料 

講 師：山形大学(理学部)栗山恭直教授 他、学生の皆さん 

※ＪＡＸＡ（日本宇宙フォーラム）より提供いただき、宇宙関連 

の映像放映・展示を行います。 （２階ＦＳスクリーン、季節展 

示コーナー） 

◎雨天時には、若干内容が異なります。 

☆「うつくしい鉱物や岩石」展 

○日 時：平成２３年２月２６日（土）～５月８日（日） 

○場 所：山形県立博物館 

○概 要： １９１７年地球に落下した“プレインビュー隕石”や、色彩豊 か 

な“孔雀石”、奇妙な形をした“砂漠のバラ”など、本館で収蔵し 

ているめずらしい資料を紹介します。 

☆ＪＡＸＡタウンミーティング in 山形 

○日 時：平成２３年４月１６日（土）１４：００～１６：３０ 

○場 所：山形市中央公民館（ＡＺ七日町）４階 大会議室 

○対 象：高校生以上（定員１５０名）、参加費無料 

○プログラム（予定） 

第一部 話題提供者 ＪＡＸＡ執行役 長谷川 義幸 氏 

第二部 話題提供者 ＪＡＸＡプロジェクトマネージャ 中村 富久 氏



☆講演会『「はやぶさ」が運んでくれたもの、そして、「はやぶさ２」へ』 

～太陽系誕生の歴史に迫る～ 

同時上映映画：Hayabusa --Back to the Earth -- 

○日 時：平成２３年４月２３日（土）１３：３０～１６：４５ 

○場 所：遊学館大ホール 

○講 師：吉川 真 (JAXA准教授)(はやぶさプロジェクトサイエンティスト、 

はやぶさ２プリプロジェクトマネージャー） 

☆ゴールデンウィーク四次元シアター上映会 

○日 時：平成２３年５月３日（日）～５月８日（日） 

○場 所：山形県立博物館 

○概 要：立体的にみる宇宙をおたのしみください。 

☆街角で月を～植木市観望会～ 

○日 時：平成２３年５月９日（月）１９：００～２１：００ 

○場 所：文翔館(北東角) 

☆やまがた天文台「星空ガイドツアー、惑星を見よう」 

○日 時：毎週土曜日１９：００～２１：００ 

○場 所：山形大学インフォメーションセンター 

☆クロージングイベント『「はやぶさ」が持ち帰ったものの正体に迫る』 

○日 時：平成２３年６月１２日（日）１３：３０～１６：３０ 

○場 所：山形大学理学部大講義室 

○招待講演： 

★「はやぶさカプセルの地球帰還から、カプセル開封、 

いとかわ微粒子発見まで」 

中村智樹（東北大学大学院理学研究科 准教授） 

★「イトカワから持って帰られた微粒子はどのようなものか？」 

野口高明（茨城大学理学部 教授） 

「はやぶさ」の帰還や、持ち還った物質の解析の結果を、テレビ出演な 

どでも著明な両先生にていねいに解説していただきます。解析の裏話も聞 

けるかもしれません。 

さて、従来の太陽系形成、小惑星形成の考えかたは正しかったのでしょ 

うか。



プレス通知資料 （概 要） 

平成２ ３年 ３月 １日 

山 形 大 学 

１．山形大学地域教育文化学部造形コース卒業・修了制作展 

（概要） 地域教育文化学部 文化創造学科 造形芸術コース３期生と大学院地域教育文化研究 

科文化創造専攻造形芸術分野の修了生たちが、愛媛大学との初めての合同卒業・修了 

制作展を開催します。 

日 時：平成２３年３月１日（火）～６日（日） ９：００～１７：４５ 

（初日１５：００から、最終日１２：００まで） 

場 所：山形大学東京サテライト 

(港区芝浦３－３－６ キャンパス・イノベーションセンター) 

問い合わせ：山形大学東京サテライト 

（ＴＥＬ）０３－５４４０－９０７１ 

２．平成２２年度 山形大学ＯＢセミナー 

（概要） 山形大学同窓会員の皆様に、現在の山形大学の取り組み等を紹介し、一層のご理解を 

いただくため、本セミナー及び交流会を開催いたします。 

日 時：平成２３年３月５日（土） １０：３０～１４：３０ 

場 所：山形大学東京サテライト 

(港区芝浦３－３－６ キャンパス・イノベーションセンター １階国際会議室) 

参加費：セミナー無料、交流会４，０００円 

定 員： １００名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：山形大学東京サテライト 

（ＴＥＬ）０３－５４４０－９０７１



３．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』（３月分） 

（概要） 「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形県の 

人・モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野をわかりやすくお話しします。 

【第１５回】 

日 時：平成２３年３月２日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：前田 裕司 氏（山形大学大学連携推進室 教授） 

「外来人が感じる山形の資源 ―資源活用に関する大胆すぎる提案―」 

【第１６回】 

日 時：平成２３年３月９日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：山崎 眞二 氏（山形大学大学連携推進室 教授） 

「民主党政権とマスメディアの攻防」 

【第１７回】 

日 時：平成２３年３月１６日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：片桐 隆嗣 氏（東北芸術工科大学 教授） 

「地域で若者を育てる仕組みづくり」 

【第１８回】 

日 時：平成２３年３月２３日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：明石 康 氏（スリランカ問題日本政府特別代表、元国連事務次長） 

「山形と私」 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

４．理学部『小さな科学者 体験学習 ～マイナス２００度の世界～』 

（概要） 理学部では、親子で参加できる実験講座「小さな科学者 体験学習会」を毎年企画して 

います。 

マイナス２００度は超低温の世界です。バラの花はバラバラになり、テニスボールもガラス 

のように割れます。風船はどうなるでしょうか。しゃぼん玉はどうでしょうか。超伝導（ちょうで 

んどう）というのは何でしょうか。さぁ、超低温の不思議な世界で、わくわくしてみませんか。 

日 時：平成２３年３月１２日（土） １３：３０～１５：３０ 

場 所：山形大学ＳＣＩＴＡセンター（山形市・小白川キャンパス） 

参加費：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：山形大学理学部事務ユニット 鈴木 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０５



５．国際事業化研究センター『研究シーズ活用セミナー』 

（概要） 積極的な産学官連携のための研究シーズ活用セミナーを開催します。 

日 時：平成２３年３月１４日（月） １３：００～１４：３０ 

場 所：アクティー米沢 ２階大会議室（米沢市西大通） 

※セミナー参加者には山形大学国際事業化研究センター刊「プロセス革新のための 

技術シーズ集」冊子を贈呈します。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：置賜の次代を担うものづくり企業創出事業 プロジェクト事務局 金子 

（ＴＥＬ）０２３８－４０－０７６１ 

６．平成２２年度 学位記・修了証書授与式、附属学校卒業式 

●人文学部、地域教育文化学部、理学部、医学部 

日 時：平成２３年３月２５日（金） １０：００開式 

場 所：山形県体育館（山形市） 

問い合わせ：山形大学総務部総務ユニット （ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６ 

●工学部 

日 時：平成２３年３月２１日（月・祝） １０：００開式 

場 所：米沢市営体育館（米沢市） 

問い合わせ：工学部企画総務チーム （ＴＥＬ）０２３８－２６－３００５ 

●農学部 

日 時：平成２３年３月１７日（木） １１：００開式 

場 所：東京第一ホテル鶴岡（鶴岡市） 

問い合わせ：農学部総務担当 （ＴＥＬ）０２３５－２８－２８０５ 

●附属幼稚園 

日 時：平成２３年３月１５日（火） １０：００開式 

場 所：附属幼稚園（山形市松波２－７－１） 

問い合わせ：（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４６ 

●附属小学校 

日 時：成２３年３月１９日（土） ９：００開式 

場 所：附属小学校（山形市松波２－７－２） 

問い合わせ：（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４３ 

●附属中学校 

日 時：平成２３年３月１６日（水） ９：００開式 

場 所：附属中学校（山形市松波２－７－３） 

問い合わせ：（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４０ 

●附属特別支援学校 

日 時：平成２３年３月１８日（金） １０：００開式 

場 所：附属特別支援学校（山形市飯田西３－２－５５） 

問い合わせ：（ＴＥＬ）０２３－６３１－０９１８



７．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○大学コンソーシアムやまがた『連携型教育フォーラム』 

日 時：平成２３年３月１日（火） １３：３０～１６：００ 

会 場：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対象者：大学コンソーシアムやまがた及び他大学コンソーシアム関係者、 

県内自治体職員 等 ５０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８０４ 

○工学部『山形の企業４社を巡る１泊２日バスの旅』 

日 時：平成２３年３月１日（火）～２日（水） １泊２日 

訪問企業：エムテックスマツムラ(株)（尾花沢工場）、大蔵精機(株)（山形市） 

(株)片桐製作所（上山市）、(株)鈴木製作所（山形市） 

対象者：山形大学工学部１年～４年、大学院理工学研究科１年 ２０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：テクノプラザやまがた‘８４ バスツアー事務局 担当：高橋 

（E-mail） cplus.yt@gmail.com 

○大学コンソーシアムやまがた 

『 「大学コンソーシアムやまがたを基盤とする地域教育研究機能の強化」報告会』 

日 時：平成２３年３月３日（木） １３：３０～１７：００ 

会 場：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対象者：全国大学コンソーシアム及び大学関係者 ５０名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８０４ 

○ＳＣＩＴＡセンター『科学体験教室』 

日 時：平成２３年３月６日（日） １０：００～１５：００ 

会 場：霞城セントラル １階 アトリウム 

参加料無料 小さなお子様は保護者同伴でお願いします。 

実施内容：スライム実験、クラゲ観察会、蔵王展、粘菌展、太陽コピー 

キーホルダー作り、実験カーダンス 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：ＳＣＩＴＡセンター 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０６



○大学院理工学研究科『産学官連携によるグローバル人材育成のためのシンポジウム』 

日 時：平成２３年３月７日（月） １４：３０～１７：００ 

場 所：東京第一ホテル米沢 ２階 桜園の間（米沢市中央） 

参加費：無 料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：山形大学理工学研究科 

ものづくり技術経営学専攻とうほくＭＩＴＲＡＩ（みらい）コース 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２２（当日は、０２３８－２６－５５７０） 

○「社会人基礎力育成グランプリ」決勝大会進出 

【決勝大会】 

日 時：平成２３年３月９日（水） １０：３０～１８：００ 

場 所：日経ホール（東京都千代田区大手町 1-3-7） 

問い合わせ：工学部広報室 青木 

（TEL）０２３８－２６－３４１９ 

○工学部『米沢バイオ公開セミナー・シンポジウム』 

日 時：平成２３年３月９日（水） １３：３０～１７：１５ 

平成２３年３月１０日（木） １３：００～１６：４０ 

場 所：山形大学工学部百周年記念会館（米沢市・工学部キャンパス） 

参加費：無 料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

問い合わせ：山形大学工学部バイオ化学工学科 

（TEL）０２３８－２６－３１８０



平成２３年３月５日（土） 10:30～14:30

山形大学 東京サテライト
東京都港区芝浦３－３－６

セミナー無料、 交流会４，０００円

１００名

キャンパス・イノベーションセンター１階 国際会議室

ご連絡先： 山形大学東京サテライト
TEL/FAX：03-5440-9071
e-mail：tokyo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

山形大学「同窓会員」の皆様に、現在の山形大学の取り組み等をご紹介し、
一層のご理解をいただくため、本セミナー及び交流会を開催いたします。
さらに、これを機に同窓会員相互の親睦を一層深めていただければ幸甚です。

12:30～14:30 交流会（立食パーティー）

10:30～10:40 開会の挨拶 結城章夫 学長

10:40～12:00 講演会「生活習慣と健康・長寿」 河田純男 理事・副学長

地域教育文化学部 文化創造学科 造形芸術コース ・ 大学院 文化創造専攻

「卒業・修了制作展」を開催中！

【開催期間】平成２３年３月１日（火）～３月６日（日）
9:00～17:45（初日15:00から 最終日12:00まで）

12:00～12:30 展示会 「山形大学の今」

がくちょうせんべい
純米吟醸酒

「みどり樹」など

要旨： 平成２０年から始まったメタボリックシンドローム検診、なぜ男性（８５ｃｍ）は女性より（９０ｃｍ）
より少ない腹囲で判定されてしまうのか。最近の研究で分かってきた、脂肪組織の違いや、インスリン
抵抗性等の研究成果を分かりやすく説明し、健康で長生きする方法を伝授します。

・各学部の活動紹介、パネル展示 ・山形大学オリジナルグッズの紹介

・「卒業・修了制作展」 ―地域教育文化学部― ぜひご覧ください。

ご紹介予定

平成22年度

山形大学OBセミナー

ふりがな

氏 名

同窓会名

住 所

〒 電話

交流会（４，０００円）に参加を 希望します 希望しません ○で囲んでください。

「平成２２年度 山形大学ＯＢセミナー」への参加を申し込みます。

※ご提出いただいた書類の個人情報は、本セミナーの参加に関する手続きのみに利用します。

FAX

E-mail

参 加 申 込 書 FAX：03-5440-9071

卒業年 昭和 ・ 平成 年

５階会場



体験しよう超低温の不思議な世界！ 

小さな科学者 体験学習会 

マイナス２００度の世界 

マイナス２００度は超低温の世界です。 

バラの花はバラバラになり、テニスボールも 

ガラスのように割れます。 

風船はどうなるでしょうか。 

しゃぼん玉はどうでしょうか。 

超伝導（ちょうでんどう）というのは何でしょうか。 

さぁ、超低温の不思議な世界で、 

わくわくしてみませんか。 

●とき 
２０１１年 

３／１２ （土） 
午後１時３０分～３時３０分 

●ところ サ イ タ 

山形大学SCITAセンター 

山形市小白川キャンパス 

主催 山形大学理学部 

後援 山形市教育委員会 

●対象・定員 小学４年生～中学生２０名とその保護者（申込み多数の場合は抽選とさせていただきます。） 

●参加費 無料 

●申し込み先 ９９０－８５６０ 山形市小白川町１－４－１２ 山形大学理学部事務ユニット「マイナス２００度」係 

●申し込み方法 
はがきに、住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・TEL・学校名・学年・（同伴の場合の）保護者氏名（ふりがな）・ 

●申し込み期間 平成２３年２月７日（月）～３月２日（水）必着 

●お問い合わせ 山形大学理学部事務ユニット 鈴木 
TEL：０２３－６２８－４５０５  FAX：０２３－６２８－４５１０ 
E­mail：koukai@sci.kj.yamagata­u.ac.jp 

小さな科学者・体験学習会は、演示実験や簡単な体験型の 
実験を通して、子どもたちに科学のおもしろさ・楽しさに 
触れてもらおうと企画したものです。 
春休みに親子で楽しくサイエンスに触れてみませんか？ 

2010年度 
山形大学理学部地域貢献事業 

年齢・性別を記入の上ご応募ください。メール・ＦＡＸでも受け付けます（下の問い合わせ先まで）。申込み結果 

は、しめ切り後、郵送または電話でお知らせします。



山形大学研究シーズ活用セミナー

山形大学大学院理工学研究科　機械システム工学　古川 英光 准教授山形大学大学院理工学研究科　機械システム工学　古川 英光 准教授

山形大学国際事業化研究センター山形大学国際事業化研究センター

「従来の常識をくつがえす高強度ゲル」「従来の常識をくつがえす高強度ゲル」
～世界標準化の独自技術「ゲル」を活かしたものづくりへの応用～～世界標準化の独自技術「ゲル」を活かしたものづくりへの応用～

「プロセス革新のための科学技術シーズ集の活用について」「プロセス革新のための科学技術シーズ集の活用について」

※セミナー参加者には山形大学国際事業化研究センター刊
 「プロセス革新のための技術シーズ集」冊子を贈呈します。

❶共同研究事例セミナー

❷シーズ活用セミナー

ポ スターセッション併 設 開 催

◆大学研究シーズポスター・セッション（展示会）

◆ポスターセッション概要説明

●情報科学　　　　　　野本 弘平 研究室　「認知と感性の解析とそのヒューマンインターフェースへの応用」
●物質化学工学　　　　桑名 一徳 研究室　「リスクアセスメントとリスク評価手法に関する研究」
●物質化学工学　　　　松嶋 雄太 研究室　「資源・環境に配慮した機能性材料設計」
●有機デバイス工学　　　増原 陽人 研究室　「溶解度差と分子間相互作用を利用したナノ結晶・粒子の創製」
●機械システム工学　　　吉田 健吾 研究室　「金属材料の内部組織を考慮した塑性加工技術」
●応用生命システム工学　李　 秀雄 研究室　「持ち上げ動作支援のための前腕支持型パワーアシストシステム（FOLAS）」
●応用生命システム工学　堀田 純一 研究室　「光の回折限界を超える光学顕微鏡による次世代三次元ナノ計測」

科学技術振興機構　さきがけ　研究者
山形大学大学院理工学研究科　国際事業化研究センター　堀田 純一 准教授

（ 午後０時30分～ ）

※発表会は行いません。ポスターによる研究内容の展示と関連する技術相談となります。

参加方法等は裏面をご覧ください

主催／山形県置賜総合支庁委託事業「置賜の次代を担うものづくり企業創出事業」プロジェクト
共催／山形大学国際事業化研究センター

共催／置賜地域プラットフォーム協議会・NPO法人Y-MOTネットワーク

平成23年３月14日㈪
開場／午後０時30分　開始／午後１時

米沢市西大通

アクティー米沢
２Ｆ大会議室
ポスターセッション　２Ｆ研修室

日 時 場 所

１：10 

山形大学大学院理工学研究科　バイオ化学工学　田中 　賢 教授　山形大学大学院理工学研究科　バイオ化学工学　田中 　賢 教授　

「ライフ＆グリーンイノベーションを支える表面処理材料」「ライフ＆グリーンイノベーションを支える表面処理材料」
～産官学連携による特許化と製品化成功事例の紹介～～産官学連携による特許化と製品化成功事例の紹介～

質疑応答

１：40 

２：10

閉　　会２：30

２：20 



山形大学研究シーズ活用セミナー
受講料は無料ですが、事前の申込みをお願いします

会社名・団体名

ご　　住　　所

連絡先電話番号・E-mail

参　加　者　名 職　　　　　名

問合せ先・申込先

〒992-0039 山形県米沢市門東町３丁目１番47号
山形大学工学部米沢街中サテライト
キャンパス内

置賜の次代を担うものづくり企業創出事業
　　　　　　　　　　　プロジェクト事務局　金子

〈シーズ活用セミナー会場案内図〉

〒992-0059  山形県米沢市西大通一丁目５番５号
TEL 0238-21-5655

TEL 0238-40-0761　FAX 0238-40-0765
E-mail　nkaneko@yz.yamagata-u.ac.jp

申 込 方 法

参加申込は、FAXまたはE-mailにより、お名前、連絡先等をお知らせ願います。
FAXで申込みの場合、下記に記入して送信ください。

参加申込書

FAX 0238-40-0765 申込締切：平成23年３月９日㈬

●
ナカヤマ
マート

●
ナカヤマ
マート

〶米沢中央七局〶米沢中央七局

●旅館五十鈴荘●旅館五十鈴荘
●

三友堂病院
●

三友堂病院

●
入間田医院

●
入間田医院

●
山形地方
裁判所

●
山形地方
裁判所

●
島津
医院

●
島津
医院

●
山形地方
検察庁

●
山形地方
検察庁

卍龍言寺卍龍言寺

法泉寺卍法泉寺卍

米沢署
⊗
米沢署
⊗

善行寺卍善行寺卍

●
斎藤畳店

●
斎藤畳店

米沢市　　
すこやか●
センター　

米沢市　　
すこやか●
センター　

P

P

★★

赤間女学院
●

赤間女学院
●

●
小野接骨院

●
小野接骨院 マルゼン●

薬店　
マルゼン●
薬店　

法泉寺庭園
●

法泉寺庭園
●

小林
たばこ店

●

小林
たばこ店

●

長谷部米穀店
●

長谷部米穀店
●

●今間畳店●今間畳店

●パーラー
　ショーグン
●パーラー
　ショーグン

●近藤
　ふとん店
●近藤
　ふとん店

●
高橋胃腸科
外科医院

●
高橋胃腸科
外科医院

●
平井
商店

●
平井
商店

白子神社白子神社

アクティー
米 沢

N

153

287






















